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こで同氏は、 「エジプト歴史研究者の大家たる故ユーナン・ラビーブ氏の助言を受けて私は、アラブ人読者に日本の近代化の歴史的なプロセスをより効果的 紹介し、理解させるため、エジプトの近代化のプロセスに照らしながら当書籍を制作した︒ た、近代化の両経験を比較した結果、それぞれ 長所と短所に焦点を当てることができた ではないかと思わ る」と述べた︒　
また、プロローグでヒシャム氏は、 「この本は日本近代化の歴史
的なプロセスの側面だけではなく、当時の日本の社会や文 や経済等のあらゆ 側面をとりあげた︒ れでアラブ人読者は日本のあのころ 姿を垣間見るこ ができるであろうと思わ る」と説明した︒ の本があらわれた二年後の二〇一一年一月二五 に、エジプトではムバラク政権に対する民衆蜂起が勃発したが 愛国心に燃えたエジプト人知識人の一部が、ヒシャム氏のこの著書を読んで得られ 教訓が数多く ると思われ ︒というのも、この
蜂起にあたってエジプト人は、アメリカをはじめとする西洋文化・文明と自国エジプトのものとの係わり合いや衝突の中で、自己のアイデンディティを見出すことができたからである︒　
事実として、この書評の対象になっている﹃近代日本史・明治
編』の出版までに、エジプト人やアラブ人歴史研究者は日本史、特に明治時代について様々な著書 著してきている︒たとえば、カイロ大学名誉教授の故ラウーフ・アッバース博士らは三十年ほど前に、 ﹃明 と日本社会』
（アラビア語）
というタイトルの本



























































ジャンルをカバーしながら同氏はその展開や経緯について詳しく紹介した︒エジプトにおいては、一九九七年以降、数人のエジプト人日本研究者が、主に翻訳を通じて、文学・文化・歴史などのジャンルにおいて四十冊以上の出版物をアラビア語で出し 日本のことをアラブ人読者に紹介してきた︒しかし 著作 活動においてヒシャム氏は の歴史 という方面に独創的な趣を示し、めざましい活躍 果たしたことをここで認めておきたい︒
